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徳
島
大
学
長

青
野 

敏
博 

あ
お
の 

と
し
ひ
ろ

1
．
徳
島
大
学
の
歴
史

　
昭
和
24
年
に
徳
島
大
学
が
新
制
の
国

立
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
今

年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
当

初
は
学
芸
学
部
、
医
学
部
、
工
学
部
の

3
学
部
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
昭
和
26

年
に
薬
学
部
が
工
学
部
よ
り
独
立
し
、

昭
和
51
年
に
は
歯
学
部
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
学
芸
学
部
は
教
育
学
部
を
経
て

昭
和
61
年
に
総
合
科
学
部
に
改
組
さ

れ
、
現
在
の
総
合
科
学
部
、
医
学
部
、

歯
学
部
、
薬
学
部
お
よ
び
工
学
部
の
5

学
部
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に

5
万
7
千
人
以
上
の
卒
業
生
を
社
会
に

送
り
出
し
、
徳
島
県
下
の
み
な
ら
ず
全

国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

2
．
法
人
化
後
の
大
学
改
革

　
平
成
16
年
度
か
ら
国
立
大
学
が
法
人

化
さ
れ
、
自
主
的
な
大
学
運
営
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
多
く
の
面
で
改
革
改
善

を
押
し
進
め
る
必
要
が
増
し
て
き
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
第
1
に
徳
島
大
学
に
お
け
る

研
究
、
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
大
学

院
の
重
点
化
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
16

年
度
に
は
大
学
院
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、

栄
養
学
研
究
科
を
統
合
し
て
ヘ
ル
ス
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
に
、
平
成
18

年
度
に
は
大
学
院
工
学
研
究
科
を
ソ
シ

オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
に
、
平

成
21
年
度
に
は
大
学
院
人
間
・
自
然
環

境
研
究
科
を
ソ
シ
オ
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部
に
改
組
し
ま
し
た
。

同
時
に
全
学
部
に
博
士
ま
た
は
博
士
後

期
課
程
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
第
2
に
研
究
面
で
は
平
成
15
年
度
に

21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
2
拠
点

採
択
さ
れ
、
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
生
事

業
な
ど
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21

年
3
月
に
発
表
さ
れ
た
法
人
化
後
第
1

期
の
暫
定
評
価
に
よ
り
徳
島
大
学
は
研

究
内
容
が
「
良
好
で
あ
る
」
と
の
評
価

を
得
ま
し
た
が
、
中
国
・
四
国
地
区
の

10
大
学
中
「
良
好
で
あ
る
」
は
当
大
学

の
1
校
の
み
で
し
た
。

　
第
3
に
教
育
に
関
し
て
は
、
文
部
科

学
省
が
平
成
15
年
度
か
ら
大
学
教
育
改

革
支
援
事
業
を
公
募
し
て
い
ま
す
が
、

当
大
学
は
初
年
度
か
ら
毎
年
度
採
択
さ

れ
、
平
成
20
年
度
ま
で
の
合
計
で
17
件

を
数
え
て
い
ま
す
。
特
に
平
成
18
年
度

に
は
6
件
採
択
さ
れ
、
全
国
立
大
学
87

校
中
第
2
位
の
成
績
で
し
た
。

　
第
4
に
施
設
の
面
で
は
、
学
内
の
諸

施
設
が
大
幅
に
改
修
、
新
設
さ
れ
ま
し

た
、
常
三
島
地
区
で
は
共
通
教
育
4
号

館
（
平
成
19
年
度
）、
同
5
号
館
と
図

書
館
（
平
成
20
年
度
）、
総
合
科
学
部

1
号
館
（
平
成
21
年
度
）
が
改
修
さ
れ
、

教
育
環
境
が
著
し
く
改
善
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
、
蔵
本
地
区
で
は
医
学
部
実
験

研
究
棟
A
館
（
平
成
17
・
18
年
度
）、

同
B
館
（
平
成
19
年
度
）、
臨
床
研
究

A
棟
西
半
分
と
保
健
学
科
C
棟
（
平
成

20
年
度
）、
保
健
学
科
B
棟
と
旧
第
3

病
棟
の
臨
床
研
究
棟
化
（
平
成
21
年
度
）

が
そ
れ
ぞ
れ
改
修
を
行
い
、
研
究
環
境

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
病
院
の
中
央
診
療
棟
（
平
成
15

年
度
完
成
）
お
よ
び
西
病
棟
（
平
成
21

年
度
完
成
）
を
新
設
し
、
患
者
さ
ん
が

快
適
な
環
境
で
療
養
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
次
年
度
か
ら
国
立
大
学
法
人
の
第
2

期
に
入
り
ま
す
が
、
徳
島
大
学
は
今
後

も
教
育
、
研
究
基
盤
を
強
化
し
て
国
際

的
に
評
価
の
高
い
大
学
を
目
指
し
て
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
６０
周
年
を
迎
え
て

創
立
60
周
年
特
集

沿
革

徳
島
大
学
は
今
年
、
国
立
大
学
と
し
て
の
発
足
か
ら
60
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
そ
の
前
史
か
ら
数
え
る
と

1
3
5
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
施
設
整
備
に
よ
り
建
物
は
新
し
く
な
り
、

外
観
か
ら
は
昔
の
面
影
が
薄
れ
て
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
伝
統
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

沿
革
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
徳
島
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
と
も
に
、

歴
史
を
今
に
伝
え
る
べ
く
新
蔵
・
常
三
島
・
蔵
本
の

各
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
記
念
碑
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

学生の授業・実験の様子

各キャンパスの様子

広
報
誌
表
紙
の
変
遷

昭和 30年代の常三島

昭和 30年代の蔵本

現在の常三島

現在の蔵本

現在の新蔵

写
真
に
み
る
徳
島
大
学
今
昔

昭和 40年代の新蔵
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長井長義博士の胸像
歯
学
部

蔵
本
公
園

市営バス・徳島大学前

◎
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス

◎
新
蔵
キ
ャ
ン
パ
ス

◎
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス

長
井
長
義
博
士
の
胸
像

　
喘
息
の
特
効
薬
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
の
発
見
で
知
ら
れ
る
、

徳
島
が
生
ん
だ
日
本
の
薬
学
の
始
祖
長
井
長
義
博
士
の

胸
像
で
す
。

　
長
井
博
士
は
、
大
正
11
年
の
徳
島
高
等
工
業
学
校
創

設
に
際
し
、
現
在
の
薬
学
部
の
源
流
と
な
る
応
用
化
学

科
製
薬
化
学
部
の
設
置
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
胸
像
は
、
徳
島
化
学
会
の
発
起
に
よ
り
長
井
先
生
顕
彰
会
（
会
長
：
児
玉
第
2

代
学
長
）
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
29
年
11
月
徳
島
公
園
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
48
年
11
月
の
薬
学
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
薬
学
部
の
庭
園
に
迎
え

ま
し
た
。

工
学
部
の
門
柱

大
正
11
年
の
徳
島
高
等
工
業
学
校
創
設
当
時
に
設
置
さ
れ
た

門
柱
で
す
。

現
在
２
基
の
み
が
残
っ
て
お
り
、
昭
和
48
年
５
月
の
工
学
部

創
立
50
周
年
時
の
記
念
プ
レ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

小
溝
茂
橘
初
代
徳
島
高
等
工
業
学
校
長
の
胸
像

　
大
正
11
年
12
月
か
ら
昭
和
7
年
3
月
ま
で
の
約
10
年
間
、

現
在
の
工
学
部
の
前
身
で
あ
る
徳
島
高
等
工
業
学
校
の
初
代

校
長
を
務
め
ら
れ
た
小
溝
茂
橘
先
生
の
胸
像
で
す
。

　
小
溝
先
生
は
、「
学
生
を
遇
す
る
に
青
年
紳
士
を
以
て
す

る
」
と
の
方
針
で
、
学
校
の
教
育
の
方
向
を
定
め
ら
れ
、
本

学
の
伝
統
の
礎
石
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
胸
像
の
原
型
は
、
戦
時
中
の
金
属
回
収
運
動
の
た
め
昭
和
19
年
秋
に
供
出
さ
れ
ま
し
た

が
、昭
和
33
年
11
月
9
日
、徳
島
大
学
工
業
会
か
ら
の
依
頼
で
教
育
学
部(

現
総
合
科
学
部)

の
坂
東
文
夫
教
授
に
よ
り
、
現
在
の
胸
像
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

蘇
鉄

大
正
13
年
1
月
26
日
、
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
の
ご
成
婚
を
祝
す
る
式
典
が
挙
行
さ
れ
、

徳
島
高
等
工
業
学
校
の
教
職
員
一
同
が
拠
金
し
て
、
当
時
の
校
舎
の
玄

関
前
に
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

県
内
各
地
を
探
し
た
結
果
、
板
野
郡
御
所
村
（
現
阿
波
市
土
成
町
）
に

高
さ
23
尺
（
約
7
メ
ー
ト
ル
）
も
の
樹
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
大
山

村
（
現
板
野
郡
上
板
町
）
を
経
て
、
吉
野
川
ま
で
牛
馬
を
使
っ
て
運
び
、

そ
こ
か
ら
船
で
学
校
ま
で
運
搬
し
ま
し
た
。

中
田
篤
郎
初
代
学
長
の
記
念
碑

徳
島
大
学
初
代
学
長
の
中
田
篤
郎
先
生
の
記
念
碑
で
す
。

中
田
先
生
は
徳
島
大
学
創
設
前
の
昭
和
18
年
4
月
、
現
在
の
医
学
部
の

前
身
で
あ
る
徳
島
医
学
専
門
学
校
の
初
代
校
長
に
就
任
さ
れ
た
後
、
昭

和
23
年
の
徳
島
医
科
大
学
の
設
置
、
昭
和
24
年
の
国
立
大
学
徳
島
大
学

の
創
設
に
ご
尽
力
さ
れ
、
初
代
学
長
を
務
め
ら
れ
た
昭
和
27
年
10
月
ま

で
の
間
、
徳
島
大
学
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
は
、
医
学
部
関
係
者
、
卒
業
生
各
位
の
絶
大
な
ご
協
力
を
得
、
昭
和
40
年
5
月
10

日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
重
さ
7
ト
ン
、
高
さ
2
メ
ー
ト
ル
の
青
泥
片
岩
に
は
、
中
田
先

生
の
書
「
学
者
如
登
山
」
及
び
児
玉
第
2
代
学
長
の
書
「
中
田
篤
郎
博
士
像
」
が
刻
ま
れ
、

中
央
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
優
勝
メ
ダ
ル
の
作
者
で
あ
る
大
阪
造
幣
局
指
導
官
小
柴

利
孝
氏
に
よ
る
胸
像
浮
彫
銅
板
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

児
玉
桂
三
第
2
代
学
長
の
レ
リ
ー
フ

　
徳
島
大
学
の
創
設
期
と
も
い
え
る
昭
和
28
年
4
月
か
ら
昭

和
40
年
3
月
ま
で
の
間
、
第
2
代
学
長
を
務
め
ら
れ
た
児
玉

圭
三
先
生
の
レ
リ
ー
フ
で
す
。

　
徳
島
大
学
は
、
児
玉
先
生
在
任
中
の
12
年
間
で
め
ざ
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
学
部
・
学
科
、
大
学
院
や
研
究
施

設
等
の
新
設
、
建
物
の
新
・
改
築
と
設
備
の
充
実
を
併
せ
て
、
現
在
の
徳
島
大
学
の
基
礎

が
こ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
レ
リ
ー
フ
は
、
昭
和
40
年
に
新
蔵
地
区
の
前
庭
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
53
年
の
事
務
局
新

庁
舎
建
設
の
際
に
壁
面
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。
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9
1
年
＊
平
成
3
年
＊ 

4
月 

 

整
備
・
拡
充
期
 

1
9
9
3
年
＊
平
成
5
年
＊ 

10
月 

1
9
9
4
年
＊
平
成
6
年
＊ 

4
月 

1
9
9
5
年
＊
平
成
7
年
＊ 

4
月 

1
9
9
6
年
＊
平
成
8
年
＊ 

7
月 

1
9
9
8
年
＊
平
成
10
年
＊ 

4
月 

1
9
9
9
年
＊
平
成
11
年
＊ 

4
月 

 

11
月 

2
0
0
0
年
＊
平
成
12
年
＊ 

4
月 

2
0
0
1
年
＊
平
成
13
年
＊ 

10
月 

10
月 

2
0
0
2
年
＊
平
成
14
年
＊ 

4
月 

 

10
月 

2
0
0
3
年
＊
平
成
15
年
＊ 

2
月 

 

10
月 

 

11
月 

 

国
立
大
学
法
人
化

2
0
0
4
年
＊
平
成
16
年
＊ 

4
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2
0
0
6
年
＊
平
成
18
年
＊ 

3
月 

 

 
4
月 

 

 

 

 

2
0
0
7
年
＊
平
成
19
年
＊ 

4
月 

 

 

2
0
0
8
年
＊
平
成
20
年
＊ 

4
月 

 

 

2
0
0
9
年
＊
平
成
21
年
＊ 

4
月 

 

 

 

 

 

徳
島
師
範
期
成
学
校
の
創
設（
1
9
4
9
年
5
月
徳
島
大
学
学
芸
部
と
な
る
。）

徳
島
県
立
実
業
補
修
学
校
教
員
養
成
所
の
設
置（
1
9
4
9
年
5
月
徳
島
大
学
学
芸
学
部
と
な
る
）

官
立
徳
島
高
等
工
業
学
校
を
常
三
島
町
に
設
置（
土
木
・
機
械
・
応
用
化
学
の
3
学
科
、応
用
化
学
科
に

薬
学
部
の
母
体
と
な
る
製
薬
化
学
部
を
設
置
、1
9
4
9
年
5
月
徳
島
大
学
工
学
部
と
な
る
）

徳
島
高
等
工
業
学
校
に
製
薬
化
学
科
を
増
設

徳
島
県
立
医
学
専
門
学
校
の
設
置（
1
9
4
9
年
5
月
徳
島
大
学
医
学
部
と
な
る
）

新
蔵
町
の
徳
島
市
民
病
院
を
移
管
し
、徳
島
県
立
徳
島
医
学
専
門
学
校
附
属
医
院
と
改
称

徳
島
医
科
大
学
の
設
置（
蔵
本
町
1
9
4
9
年
5
月　
徳
島
大
学
医
学
部
と
な
る
）

 
国
立
大
学
徳
島
大
学
の
設
置（
学
芸
学
部
・
医
学
部
・
工
学
部
の
3
学
部
）

徳
島
医
科
大
学
附
属
病
院
を
徳
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
改
称

第
1
回
徳
島
大
学
入
学
式
を
挙
行

徳
島
大
学
開
学
祝
賀
会
を
工
学
部
講
堂
で
挙
行（
以
後
、開
学
記
念
日
と
な
る
）

薬
学
部
を
設
置（
同
年
3
月
工
学
部
薬
学
科
を
廃
止
）

附
属
図
書
館
を
常
三
島
地
区
に
設
置
、医
学
部
図
書
分
館
を
蔵
本
分
館
と
改
称

第
1
回
徳
島
大
学
卒
業
式
を
挙
行

徳
島
大
学
工
業
短
期
大
学
部
を
併
設（
1
9
9
6
年
3
月
廃
止
）

徳
島
大
学
の
大
学
歌
と
バ
ッ
ジ
を
選
定

大
学
院
医
学
研
究
科
を
設
置

常
三
島
地
区
に
学
生
会
館
を
開
館

医
学
部
附
属
酵
素
研
究
施
設

（
現
在
の
疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）を
設
置

大
学
院
工
学
研
究
科
を
設
置

医
学
部
に
栄
養
学
科
を
設
置

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

 
教
養
部
を
設
置（
1
9
9
3
年
3
月
廃
止
）

大
学
院
薬
学
研
究
科
を
設
置

大
塚
講
堂
の
落
成
式
を
挙
行

学
芸
学
部
を
教
育
学
部
と
改
称（
1
9
9
0
年
3
月
廃
止
）

電
子
計
算
機
セ
ン
タ
ー（
現
在
の
高
度
情
報
化
基
盤
セ
ン
タ
ー
）を
開
設

養
護
教
諭
養
成
所
を
附
置（
1
9
7
9
年
3
月
廃
止
）

大
学
院
栄
養
学
研
究
科
を
設
置

「
徳
大
広
報
」を
創
刊

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
を
設
置

薬
学
部
附
属
薬
用
植
物
園

（
現
在
の
薬
学
部
附
属
医
薬
資
源
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）を
設
置

歯
学
部
を
設
置

共
通
一
次
試
験
を
実
施

歯
学
部
附
属
病
院
を
設
置

医
学
部
に
全
国
初
の
倫
理
委
員
会
を
設
置

大
学
院
歯
学
研
究
科
を
設
置

大
鳴
門
橋
が
開
通

総
合
科
学
部（
総
合
科
学
科
）を
設
置
、

教
育
学
部
附
属
の
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・
養
護
学
校
を

鳴
門
教
育
大
学
に
移
管

大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
を
設
置

医
学
部
附
属
看
護
学
校
・
診
療
放
射
線
技
師
学
校
・
臨
床
検
査
技
師
学
校
を
改
組
し
、

徳
島
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
併
設（
2
0
0
5
年
3
月
廃
止
）

医
学
部
栄
養
学
科
で
寄
付
に
よ
り
臨
床
栄
養
学（
大
塚
）講
座
を
設
置

長
井
記
念
ホ
ー
ル
の
竣
工
記
念
式
を
挙
行

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー（
現
在
の
産
学
官
連
携
プ
ラ
ザ
）を
設
置

 
併
設
工
業
短
期
大
学
部
を
廃
止
転
換
し
、工
学
部
に
夜
間
主
コ
ー
ス
を
設
置

大
学
院
人
間
・
自
然
環
境
研
究
科
を
設
置

北
島
町
に
国
際
交
流
会
館
を
開
館

サ
テ
ラ
イ
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
を
設
置

ゲ
ノ
ム
機
能
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置

徳
島
大
学
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

副
学
長
制
の
導
入
、徳
島
大
学
運
営
会
議
の
設
置

徳
島
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
改
組
し
、医
学
部
保
健
学
科
を
設
置

徳
島
大
学
学
章
を
制
定

留
学
生
セ
ン
タ
ー
を
設
置

教
育
実
践
推
進
機
構
、研
究
連
携
推
進
機
構
を
設
置

徳
島
県
・
徳
島
県
教
委
・
市
長
会
・
町
村
会
と
の
間
で
徳
島
地
域
連
携
協
議
会
を
設
置

医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病
院
を
統
合
し
、医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
と
す
る

社
会
連
携
推
進
機
構
を
設
置

国
立
大
学
法
人
法
制
定
に
よ
り
国
立
大
学
法
人
徳
島
大
学
を
設
立

国
立
大
学
法
人
徳
島
大
学
役
員
な
ら
び
に
同
経
営
協
議
会
・
同
教
育
研
究
評
議
会
を
設
置

徳
島
大
学
基
本
構
想
・
第
一
期
基
本
計
画
を
発
表

大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
、お
よ
び

医
科
学
・
口
腔
科
学
・
生
命
栄
養
科
学
・
薬
科
学
の
4
教
育
部
を
設
置

徳
島
大
学
地
域
・
国
際
交
流
プ
ラ
ザ（
日
亜
会
館
）の
竣
工
記
念
式
典
を
挙
行
、

「
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
」の
開
設

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
お
よ
び
先
端
技
術
科
学
教
育
部
を
設
置

大
学
院
保
健
科
学
教
育
部
の
設
置

工
学
部
で
寄
付
に
よ
り
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
日
亜
）講
座
を
設
置

歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
の
設
置

疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置（
分
子
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
転
換
）

大
学
院
保
健
科
学
教
育
部
博
士
後
期
課
程
を
設
置

疾
患
ゲ
ノ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置（
ゲ
ノ
ム
機
能
研
究
セ
ン
タ
ー
の
転
換
）

総
合
科
学
部
を
人
間
文
化
、社
会
創
生
、総
合
理
数
の
3
学
科
に
改
組

大
学
院
ソ
シ
オ
・
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
及
び

総
合
科
学
教
育
部
を
設
置

4 3

創
立
60
周
年
特
集

年
表
と
歴
史
的
遺
産
の
紹
介



様様様様様様様様様様様様様様様様様

医
療
法
人 

川
内
内
科

株
式
会
社 

き
ん
で
ん

医
療
法
人 

恵
愛
会

近
藤
化
学
工
業
株
式
会
社

医
療
法
人
尚
腎
会 

高
知
高
須
病
院

四
国
電
力
株
式
会
社

株
式
会
社 

四
電
工

四
国
八
洲
薬
品
株
式
会
社

株
式
会
社 

四
国
総
合
研
究
所

社
団
法
人 

徳
島
県
薬
剤
師
会

徳
島
大
学
工
業
会
大
阪
支
部 

化
学
系
部
会 

工
化
会

徳
島
大
学
生
活
協
同
組
合

日
本
電
工
株
式
会
社
徳
島
工
場

株
式
会
社 

フ
ジ
タ
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ブ
リ
ス
ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
株
式
会
社

医
療
法
人
芳
越
会 

ホ
ウ
エ
ツ
病
院

医
療
法
人
大
和 

大
和
外
科
医
院

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

 

美
術
展
・
作
品
展

60
周
年 

記
念
美
術
展
シ
リ
ー
ズ

場
所
：

ガ
レ
リ
ア
新
蔵[

徳
島
大
学
日
亜
会
館
内]

徳
島
市
新
蔵
町
２
丁
目[

徳
島
大
学
本
部
棟
裏]

日
程
：

７
月

■
河
崎
良
行
彫
刻
展

■
上
月
佳
代
彫
刻
展

８
月

■
東
南
光
書
道
展

■
黒
田
倫
代
作
品
展

■
徳
島
大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー

　
書
道
受
講
生
展

９
月

■
書
道
８
人
展

■
総
合
科
学
部

　
絵
画
表
現
研
究
室 

学
生
作
品
展

■
同 

研
究
室 

卒
業
生
作
品
展

１０
月

■
平
木
美
鶴

　

[

総
合
科
学
部
教
授]

作
品
展

■
徳
島
大
学
職
員
文
化
祭

１１
月

■
秋
麗
書
作
展

■
徳
島
大
学
美
術
展

■
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
徳
島
か
ら
開
く
L
E
D
未
来
社
会
』

平
成
21
年
10
月
10
日（
土
）13
時
〜

徳
島
大
学
工
学
部
創
成
学
習
ス
タ
ジ
オ

■
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
脱
メ
タ
ボ
と
糖
尿
病
を
考
え
る
』

平
成
21
年
10
月
10
日（
土
）14
時
〜

徳
島
大
学
大
塚
講
堂

（
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

■
記
念
講
演
会

林
啓
介
氏『
賀
川
豊
彦
に
つ
い
て
』

平
成
21
年
11
月
25
日（
水
）16
時
30
分
〜

徳
島
大
学
全
学
共
通
教
育
棟

（
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

◆
特
別
記
念
講
演

城
戸
久
枝
氏（
作
家
）

平
成
21
年
12
月
5
日（
土
）14
時
〜

郷
土
文
化
会
館

*
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

愛
媛
県
生
ま
れ

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
卒

『
あ
の
戦
争
か
ら
遠
く
離
れ
て　

私
に
つ
な
が
る
歴
史
を
た
ど
る
旅
』を
執
筆

第
39
回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、

第
30
回
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
な
ど
を
受
賞

本
年
4
月　
N
H
K
ド
ラ
マ「
遙
か
な
る
絆
」と
し
て
放
映
。

■
第
13
回
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
21
年
8
月
8
日（
土
）･
9
日（
日
）

徳
島
大
学
工
学
部

■
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
9

平
成
21
年
9
月
18
日（
金
）

徳
島
大
学
工
学
部

■
徳
島
大
学
病
院
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
9
秋

『
健
や
か
な
未
来
の
た
め
に

高
血
圧
を
知
る
』

平
成
21
年
10
月
17
日（
土
）

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

■
徳
島
大
学
病
院
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
0
春

平
成
22
年
2
月
13
日（
土
）

郷
土
文
化
会
館

■
学
部
主
催
記
念
事
業

本
学
の
同
窓
会
員
に
母
校
（
徳
島
大
学
）

へ
集
っ
て
い
た
だ
き
、
旧
交
を
温
め
る
と

と
も
に
、大
学
の
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

■
医
学
科
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

平
成
21
年
7
月
20
日（
月
）

■
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者

石
川
幸
司
氏
ら
に
よ
る
木
管
五
重
奏

平
成
21
年
11
月
29
日（
日
）14
時
〜

徳
島
大
学
長
井
記
念
ホ
ー
ル

（
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

青
木 

一
男

小
豆
澤 

瑞
夫

安
藤 

詔
生

家
闢 

勝
生

井
形 

勉

伊
澤 

利
郎

伊
澤 

方
子

井
下 

法
子

石
戸
谷 

淳
一

伊
東 

貴
樹

井
上 

利
之

今
井 

克
己

今
井 

美
鈴

宇
都
山 

登

浦
辺 

憲
男

江
頭 

泰
生

大
恵 

俊
一
郎

大
岡 

裕
子

大
倉 

良
昭

大
澤 

弘
和

大
西 

敏
男

岡
部 

邦
芳

小
幡 

恒
雄

加
島 

俊
彦

加
藤 

逸
夫

門
野 

喜
一

金
谷 

睦
世

金
子 

秀
兆

河
崎 

良
行

川
邊 

敏
弘

河
野 

彰
夫

木
内 

陽
介

日
下
部 

龍
介

日
下
部 

龍
太

国
見 

源
一

鑿
田 

禛
二

桑
折 

範
彦

小
阪 

昌
明

児
島 

一
夫

小
西 

正
暉

小
松 

敏
行

小
森 

慎
二

小
山 

博
義

根
東 

和
義

佐
藤 

悌
介

佐
藤 

浩
子

佐
野 

博

佐
山 

孝

篠
原 

能
材

志
摩 

利
忠

島
村 

隆
之

杉
山 

泰
雄

鈴
木 

拓
也

瀬
口 

俊
一
郎

瀬
口 

美
枝
子

瀬
藤 

芳
房

高
橋 

直
子

滝
川 

清
一

竹
内 

佐
代
子

竹
内 

紀
文

武
重 

正
三

武
田 

克
之

多
田 

浩

多
田 

陽
子

田
中 

文
美

田
中 

敏
郎

谷 

昌
章

田
村 

毅

津
田 

清
美

土
屋 

禎
造

土
山 

雅
人

筒
井 

茂
明

冨
田 

太
平

中
川 

賀
之

中
西 

純
雄

中
堀 

豊

中
道 

亮
太

中
本 

純
晴

長
山 

勝

新
居 

佳
孝

西
田 

信
夫

西
野 

正
幸

西
原 

伸
江

西
村 

哲
也

野
村 

日
出
夫

濱 

昇
司

林 

宏
二
郎

林 

広
茂

原
田 

新
一

坂
東 

孝
浩

日
浅 

光
春

平
岡 

田
鶴
子

平
野 

尚
志
郎

藤
井 

國
夫

藤
井 

正
信

藤
闢 

臣
弘

藤
田 

定
吉

古
市 

和
行

堀
江 

秀
茂

本
多 

孝
司

松
木 

浩
章

松
崎 

大
次
郎

松
村 

光
博

南
本 

茂
樹

三
村 

康
男

宮
村 

昭
夫

宮
本 

精
子

三
好 

保

武
藤 

亮
治

村
上 

敏
裕

村
田 

豊

安
田  

勝
裕

吉
岡 

八
重
子

吉
見 

哲
朗

米
田 

弘
子

米
原 

晶
子

渡
辺 

逸
郎
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創
立
60
周
年
特
集

記
念
事
業
案
内

　
徳
島
大
学
は
、本
年
で
創
立
６０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
、本
年
度
は
、「
輝
く
未
来
を
つ
く
る
ー
徳
島
大
学
６０
ー
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
様
々
な
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

７
月
以
降
に
開
催
さ
れ
る
多
彩
な
記
念
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
様
に
は
、是
非
ご
参
加
・
ご
観
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
60
周
年
特
集

寄
附
者
芳
名
録

 

講
演
会
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

60
周
年 

記
念
講
演
会
・
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

学
部
主
催
記
念
事
業

 

『
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
』

 

記
念
音
楽
会

 

記
念
式
典
・
祝
賀
会

平
成
21
年
11
月
2
日（
月
）

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

徳島大学創立 60周年記念事業事務局
事業関係 ( 問合せ先 )
電 話：0 8 8 - 6 5 6 - 70 0 6
メール：
hisyohosa@j im.tokush ima-u .ac . jp

市民フォーラム『環境とエネルギーを考える』（21 年 5 月 )

書道展 「新居藍州・春藤大耿書作展」(21 年 5 月）

作
品
展 

現
代
ア
ー
ト
「
r
o
o
m
」(

21
年
6
月
）

徳
島
大
学
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
へ
の

　
　
　
　
ご
協
力
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
　

卒
業
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、
平
成
20
年
11
月
末
現
在
で
約
３
千
人
の
方
か
ら

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

感
謝
の
意
を
込
め
、
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
号
で
は
、
5
月
末
ま
で
に
ご
入
金
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
で
、
公
開
を
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
方
を

五
十
音
順
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
5
月
末
現
在
で
本
学
役
職
員
で
あ
る
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
6
月
以
降
に
ご
入
金
を
確
認
で
き
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
22
年
1
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
本
学
を
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

60
周年記念事業

＊徳島大学の『創立60周年記念事業』にご賛同いただき、
ご寄付をいただける方がおられましたら、
下記までお問い合わせくださるよう何卒よろしくお願いします。

徳島大学創立 60周年記念事業事務局
募金関係 ( 問合せ先 )
電 話：0 8 8 - 6 5 6 - 7 0 0 6
メール：
60anniv@j im.tokush ima-u .ac . jp



総

工

医

歯

薬

78

「
総
合
科
学
」の

新
た
な
旅
立
ち

総
合
科
学
部
長

石
川 
榮
作 
い
し
か
わ 

え
い
さ
く

　

本
年
４
月
、
総
合
科
学
部
は
従
前

の
２
学
科
を
人
間
文
化
学
科
と
総
合

数
理
学
科
に
改
組
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
社
会
創
生
学
科
を
設
け
て
、

３
学
科
体
制
で
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
併
せ
て
大
学
院
も
、
こ

れ
ま
で
の
人
間
・
自
然
環
境
研
究
科

を
発
展
的
に
解

消
し
て
、
総
合

科
学
教
育
部
と

し
て
新
た
な
道

を
歩
み
始
め
ま

し
た
。
博
士
前
期
課
程
に
は
地
域
科

学
専
攻
（
地
域
創
生
・
環
境
共
生
・

基
礎
科
学
の
３
分
野
）
と
臨
床
心
理

学
専
攻
を
置
き
、
博
士
後
期
課
程
に

は
地
域
科
学
専
攻
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
こ
の
大
学
院
お
よ
び
学
部

の
改
組
に
よ
っ
て
「
総
合
科
学
」
を

さ
ら
に
一
層
推
進
し
て
い
く
教
育
研

究
体
制
は
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
は
そ
の
「
総
合
科
学
」

の
教
育
理
念
を
実
現
し
て
い
く
の
み

で
す
。
21
世
紀
に
求
め
ら
れ
て
い
る

持
続
可
能
な
共
生
社
会
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
諸
科
学
を
融
合
し
た
「
総

合
科
学
」
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

今
こ
そ
従
来
の
殻
を
打
ち
破
っ
て
、

真
の
意
味
で
の
「
総
合
科
学
」
の
新

し
い
道
を
切
り
開
い
て
行
く
べ
き
と

き
で
す
。
教
育
は
す
で
に
「
あ
る
」

も
の
で
は
な
く
、
常
に
新
し
く
「
創

り
出
し
て
い
く
」
も
の
で
す
。
教
職

員
と
学
生
が
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、「
総
合
科
学
」

の
教
育
理
念
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

医
学
部
が
目
指
す

人
材
育
成

医
学
部
長

玉
置 

俊
晃 

た
ま
き 

と
し
あ
き

　
徳
島
大
学
医
学
部
は
、
四
国
唯
一
の

徳
島
県
立
医
学
専
門
学
校
と
し
て
昭
和

18
年
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
24
年
に
官
立

の
徳
島
医
科
大
学
に
改
組
さ
れ
た
後
、

昭
和
30
年
に
は
大
学
院
医
学
研
究
科
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
39
年
に
は
本

邦
唯
一
の
栄
養
学
科
が
設
立
さ
れ
、
昭

和
43
年
に
大
学
院
栄
養
学
研
究
科
の
創

設
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
平
成
14
年
に

保
健
学
科
が
設
立
さ
れ
、
平
成
18
年
に

は
新
た
に
大
学
院
保
健
科
学
教
育
部
も

創
設
さ
れ
、
全
国
で
も
極
め
て
ユ
ニ
ー

ク
な
医
学
、
栄
養
学
、
看
護
・
保
健
医

療
学
と
い
う
全
人
的
医
療
の
推
進
に
必

要
な
全
て
の
領
域
を
備
え
た
総
合
医
学

研
究
と
チ
ー
ム
医
療
を
担
う
人
材
の
育

成
機
関
と
し
て
の
体
制
が
確
立
し
ま
し

た
。

　
徳
島
大
学
医
学
部
は
、
医
学
・
医
療

を
実
践
す
る
医
療
人
と
し
て
の
使
命
感

を
培
い
、
地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
果
た

す
と
共
に
、
生
命
の
調
節
機
序
と
病
め

る
人
達
の
病
態
を

解
明
し
新
し
い
予

防
法
・
治
療
法
の

開
発
に
貢
献
す
る

こ
と
な
ど
を
通

じ
、
自
己
開
発
と
自
己
評
価
が
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
人
類
の
最
新
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
自
ら
世
界
に
情
報
を
発
信

で
き
る
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
共
に
探

求
し
飛
躍
と
発
展
を
遂
げ
る
べ
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
方
々
と
一
緒
に
、
新
た
な

医
学
教
育
・
研
究
環
境
の
創
成
を
は
か

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

徳
島
大
学
歯
学
部
の

理
念
と
目
標

歯
学
部
長

林 

良
夫 

は
や
し 

よ
し
お

　
徳
島
大
学
歯
学
部
は
、
昭
和
51
年
に

全
国
で
８
番
目
の
国
立
大
学
歯
学
部
と

し
て
設
置
さ
れ
、
今
年
で
33
年
目
を
迎

え
ま
す
。
現
在
ま
で
、
四
国
で
唯
一
の

歯
学
部
と
し
て
歯
科
医
学
の
教
育
・
研

究
拠
点
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
す
る

人
材
育
成
の
た
め
、
歯
科
医
療
技
術
に

立
脚
し
た
歯
学
教
育
に
加
え
、
隣
接
医

学
教
育
に
も
力
点
を

お
い
た
教
育
研
究
活

動
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
昭
和
58
年
に

設
置
さ
れ
た
大
学
院

歯
学
研
究
科
は
、
平
成
16
年
の
ヘ
ル
ス

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
（
Ｈ
Ｂ
Ｓ
）
研
究

部
設
置
に
伴
い
、
大
学
院
口
腔
科
学
教

育
部
と
し
て
改
組
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
に
は
、
高
齢
社
会

に
お
け
る
健
康
長
寿
の
推
進
に
貢
献
す

べ
く
、
歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
が
設
置

さ
れ
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医

療
人
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
平
成
20
年
に
は
文
部
科
学
省
・
教
育

Ｇ
Ｐ「
高
齢
社
会
を
担
う
地
域
育
成
型

歯
学
教
育
」
の
採
択
を
受
け
て
活
動
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　
学
部
教
育
お
よ
び
大
学
院
教
育
を
通

し
て
、
医
療
人
と
し
て
の
自
覚
に
基
づ

き
国
民
の
健
康
長
寿
、
地
域
医
療
に
寄

与
す
る
こ
と
の
で
き
る
口
腔
健
康
科
学

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、「
全
身
の
健

康
を
担
う
オ
ー
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
下
で
先
進
的
な
学
部
教

育
・
大
学
院
教
育
が
展
開
さ
れ
、
世
界

で
活
躍
す
る
国
際
的
研
究
者
や
高
度
な

専
門
性
を
備
え
た
医
療
人
の
育
成
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

薬
で
社
会
に

貢
献
す
る
学
部

薬
学
部
長

高
石 

喜
久 

た
か
い
し 

よ
し
ひ
さ

　
薬
学
部
は
大
正
11
年
徳
島
高
等
工
業

学
校
（
現
在
の
工
学
部
）
応
用
化
学
科

製
薬
化
学
部
と
し
て
誕
生
し
、そ
の
後
、

学
部
独
立
、
蔵
本
へ
の
移
転
、
学
科
増

設
、
大
学
院
設
置
な
ど
を
経
て
、
こ
れ

ま
で
に
約
５
０
０
０
人
の
卒
業
生
を
社

会
に
輩
出
し
て
い
ま
す
。
当
学
部
は
薬

学
部
と
し
て
は
珍
し
く
唯
一
工
学
部
か

ら
発
祥
し
て
お
り
、
伝
統
的
に
製
薬
・

創
薬
の
気
風
が
今
日
も
脈
々
と
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
の
薬
剤
師
教
育
６
年
制

施
行
に
伴
い
、「
生
命
科
学
を
基
盤
と

す
る
薬
学
を
研
究
・
教
授
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
薬
の
専
門
家
と
し
て
の
、
知

的
・
技
術
的
基
盤
形
成
に
必
要
な
教
育

と
深
く
医
療
に
関
わ
る
使
命
感
と
倫
理

観
を
持
た
せ
る
教
育
を
行
い
、以
っ
て
、

人
類
の
福
祉
と
健
康
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
て
る
こ
と
」を
学
部
理
念
と
し
て
、

医
薬
品
を
と
お
し
国
民
の
健
康
を
守

り
、
健
康
を
確
保
す
る
人
材
を
養
成
す

る
「
創
製
薬
科
学
科
」（
４
年
制
、創
薬
・

製
薬
科
学
の
研
究
者
養
成
）
と
、
医
療

人
と
し
て
国
民
の
命
を
守
り
、
健
康
を

確
保
す
る
人
材
を
養
成
す
る
、「
薬
学

科
」（
６
年
制
、
薬
剤
師
養
成
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
私
は
、こ
の
両
学
科
は
車
の
両
輪
で
、

い
ず
れ
も
薬
学
教
育
に
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
認
識
し
、
学
部
の
理
念
、
社

会
か
ら
の
問
い
か
け
を
肝
に
銘
じ
、
本

学
医
療
人
養
成
機
関
と
相
互
協
力
の

下
、
社
会
に
見
え
る
薬
学
を
目
指
し
、

教
職
員
と
共
に
優
れ
た
人
材
の
育
成
を

通
じ
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
工
学
部
」
の

伝
統
を
活
か
し
て

工
学
部
長

大
西 

徳
生 

お
お
に
し 

と
く
お
　

　
徳
島
大
学
工
学
部
・
大
学
院
は
、
大
正

11
年
に
設
置
さ
れ
た
徳
島
高
等
工
業
学

校
に
礎
を
置
く
歴
史
あ
る
学
部
・
大
学

院
で
、
学
生
数
・
教
員
数
と
も
に
中
国
・

四
国
地
域
で
最
大
規
模
で
す
。本
学
部
・

大
学
院
は
、
入
学
時
に
対
し
卒
業（
修
了
）

時
点
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
大
き
く
、
多

く
の
優
秀
な
技
術
者
・
研
究
者
を
企
業
・

研
究
機
関
・
教
育
機
関
等
に
送
り
出
し

社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
工
学
部
で
は
、
豊
か
な
人
格
と
教
養
、

工
学
基
礎
、
専
門
基
礎
を
身
に
つ
け
て
社

会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
自
律

的
応
用
力
、
創
造
力
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。工
学
部
の
教
育
レ
ベ
ル
の
質
は

高
く
、
す
で
に
、
7
学
科
中
6
学
科
が

J
A
B
E
E
（
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機

構
）
認
定
を
受
け
て
、
国
際
的
に
通
用
す

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。大
学
院
博
士
前
期
課

程
は
、
学
部
卒
業
生
の
半
数
を
超
え
る
学

生
が
進
学
し
、
学
部
教
育
か
ら
の
6
年
一

貫
教
育
と
卒
業
研
究
に
続
く
研
究
活
動

を
通
じ
て
、
社
会
の
要
請
に
応
え
た
即
戦

力
の
あ
る
中
堅
技
術
者
と
な
っ
て
、
社
会

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。博
士
後
期
課
程
で

は
、
さ
ら
に
特
化
し
た
専
門
分
野
の
研
究

者
と
な
っ
て
、
大
学
、
高
専
の
教
員
や
企

業
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。本
学
部
・
大

学
院
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
迎

え
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
自
律
し
た
技

術
者
・
研
究
者
の
育
成
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　
工
学
部
、
大
学
院
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
、
魅
力
あ
る
研
究
に
刺
激
を
受
け

た
意
欲
あ
る
学
生
を
迎
え
入
れ
、
研
究
心

の
強
い
学
生
を
育
て
る
教
育
を
通
じ
て
、

世
界
的
レ
ベ
ル
の
研
究
者
、
国
際
的
に
通

用
す
る
技
術
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

産
学
連
携
・
地
域
貢
献
を
果
た
す
こ
と

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
集
記
事
２

新
学
部
長
に
聞
く

徳
島
大
学
総
合
科
学
、
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
工
学
の
5
学
部
で
は
、

前
任
の
学
部
長
が
平
成
21
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
及
び
定
年
退
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

4
月
1
日
付
け
で
5
名
が
新
学
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

今
回
は
特
集
記
事
を
2
本
立
て
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
学
部
長
に
各
学
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
の
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総合科学部医学部歯学部薬学部工学部


